
 

 

 

 

三鷹・調布地域 

循環型社会形成推進地域計画 

 

 

 

 

 

 
 

 
三鷹市 
調布市 

ふじみ衛生組合 
 

平成２５年１２月１０日 



 



 

目  次 
 

 

 

 

 

 

１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 ------- 1 

２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 ------------------- 3 

３ 施策の内容 --------------------------------------------- 5 

４ 計画のフォローアップと事後評価 ------------------------- 17 

  添付資料１----------------------------------------------- 18 

  添付資料２ --------------------------------------------- 19 

  添付資料３----------------------------------------------- 20 

  添付資料４----------------------------------------------- 23 

  様式１ ------------------------------------------------- 24 

  様式１（添付資料１）------------------------------------- 25 

  様式１（添付資料２）------------------------------------- 26 

  様式２--------------------------------------------------- 27 

  様式３--------------------------------------------------- 28 

  参考資料様式１------------------------------------------- 29 

  参考資料様式６------------------------------------------- 31 

 

 

 

 

 

 



 

－1－ 

１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

  (1) 対象地域 

◇ 構成市町村名  三鷹市、調布市 

◇ 面    積  ３８．０３㎢  

◇ 人    口  ４０万３千人（平成２５年４月１日現在） 

（内訳） 

市 名 三鷹市 調布市 

面 積 （ ㎢ ） 16.50 21.53 

人 口 （ 人 ） 179,938 223,220 

参考として、「対象地域図」を添付資料１（Ｐ.１８）に示す。 

 

(2) 計画期間 

本計画は、平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日までの５年間を計画期間

とする。 

なお、目標の達成状況や社会情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直す

こととする。 

 

(3) 基本的な方向 

三鷹市、調布市（以下「両市」という。）は、東京２３区に隣接し、ほぼ全域が市

街化区域に指定されており、東京近郊のベッドタウンとして発展してきた。年間２万

人以上の転入出があり、人口の流動が大きい都市でもある。事業所は比較的小規模な

ものが多く、両市が処理するごみの約９０％は家庭から排出されたものである。 

平成２５年４月に両市で組織する一部事務組合「ふじみ衛生組合」の施設である新

たなごみ処理施設「クリーンプラザふじみ」が本稼働し、両市の可燃ごみについては

安定的な処理が確保されることとなった。「クリーンプラザふじみ」では焼却処理に

伴い積極的な熱回収を進めているが、ごみの減量・資源化の重要性が変わることはな

いとの認識の下、両市においては今後も市民、事業者の協力を得ながら、更なるごみ

の減量・３Ｒを推進し、人口の微増傾向が続くとの予測がある中で、総ごみ量の縮減

を目指すこととする。さらに、焼却処理後の残渣についても、引き続き、東京たま広

域資源循環組合においてエコセメント化し、資源循環に貢献していく。 

また、環境教育、啓発活動等の充実により分別排出、適正排出を徹底するなど、地

球環境の保全、循環型社会の形成に向け、いっそうの取組強化を図る。 

なお、両市の生活排水については、下水道で適正に処理を行っており、下水道普及

率は１００％となっている。 
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(4) 広域化の検討 

可燃ごみについては「クリーンプラザふじみ」の稼働以前は、三鷹市においては単

独処理、調布市においては平成１９年の二枚橋衛生組合の焼却施設停止以来、広域支

援を受けての単独処理を継続してきたが、稼働後は、共同処理による広域化を図るこ

とができた。今後、両市においては、組織市の一員として「ふじみ衛生組合」と緊密

に連携し、環境と安全に徹底的に配慮しながら、施設を稼働させていくこととしてい

る。また、焼却処理後の残渣については、平成１８年７月から、東京たま広域資源循

環組合（２５市１町で組織）のエコセメント化施設で処理を継続しており、広域的に

処理している。 

不燃ごみ、ペットボトル、容器包装プラスチックについては、両市はすでに、「ふ

じみ衛生組合リサイクルセンター」において共同処理に取り組んでいる。 

粗大ごみ、古紙、古布、ビン、缶については、両市とも単独処理を継続しているが、

今般、調布市において、調布市クリーンセンターの機能を再編し、新たな資源化処理

施設を整備し、安定的、効率的な資源化処理の推進を図ることとなった。 

調布市クリーンセンターは、昭和５０年に清掃事務所として調布市深大寺東町７丁

目５０番地に開設されたが、平成２１年、「クリーンプラザふじみ」の建設に伴い、

隣接する現在地（調布市深大寺東町７丁目４７番地）に移転した。事務所棟のほか、

古紙、古布、粗大ごみ等のストックヤード機能、缶の中間処理機能を有し、調布市に

おける資源化処理の中核施設となっている。また、調布市クリーンセンターの機能の

一部として、調布市西町７１４番地の国有地の一角を借用してビンのストックヤード

があるほか、調布市富士見町３丁目２番地（中央自動車道高架下）に、粗大ごみとし

て排出された家具等を修理、加工、再生し、展示販売する利
り

再来留館
さ い く る か ん

を設置している。

このように、調布市においては、資源化処理の各機能が分散配置されている現状があ

り、それぞれが仮設の施設となっている。 

一方、調布市では「クリーンプラザふじみ」の建設、稼働に当たり、周辺地域の住

民の深い御理解と御協力に感謝し、現在の調布市クリーンセンターの敷地を有効活用

して、周辺のまちづくりを進めることとしている。 

このため、調布市基本計画及び調布市一般廃棄物処理基本計画において、調布市ク

リーンセンターの機能を調布市野水２丁目１番地の二枚橋衛生組合（平成２２年３月

解散）跡地に移転することとした。この機能移転により、中長期的に安定した資源化

処理が可能になる。 

なお、この機能移転については、広域化の検討過程において、想定している機能、

敷地面積、処理能力等の観点から広域処理が困難であること、また三鷹市を含む近隣

自治体における資源化処理の現状も踏まえ、本計画の期間中における広域化は困難と

の見解に至っている。 
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２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

(1) 一般廃棄物処理等の現状 

平成２４年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図１のとおりである。 

総排出量は、集団回収も含め、１０９，５３１トンであり、再生利用される「総資

源化量」は４７，２６９トン、リサイクル率（＝（直接資源化量＋中間処理後の再生

利用量＋集団回収量）／（ごみの総収集量＋集団回収量））は４３．２%である。 

中間処理による減量化量は６２，２６２トンであり、集団回収量を除いた排出量の

おおむね６割が減量化されている。また、最終処分量（埋立処分量）はゼロである。 

なお、中間処理量のうち焼却量は６０，４２７トンである。三鷹市では平成２４年

度まで三鷹市環境センターで焼却処理してきた。焼却に伴う廃熱を回収し、温水を場

内で利用するとともに、場外にも供給していたが、稼働後２９年以上が経過し、老朽

化が進んだことから、平成２５年３月３１日をもって閉鎖した。また調布市では、二

枚橋衛生組合が平成１９年３月に全炉停止したことにより、平成１９年度から家庭系

可燃ごみは三鷹市環境センター及び多摩ニュータウン環境組合へ、事業系可燃ごみは

埼玉県、茨城県及び長野県の民間施設へ焼却処理を委託してきた。両市とも、新ごみ

処理施設の試験焼却が開始された平成２４年１２月から「クリーンプラザふじみ」へ

全量を搬入し、焼却処理しており、「クリーンプラザふじみ」では、熱回収を行って

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 1 一般廃棄物の処理状況フロー（平成２４年度） 
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 (2) 一般廃棄物処理等の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、

表１のとおり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。 

 

表１ 減量化、再生利用に関する現状と目標 

 

※1 排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合 

※2 （1 事業所当たりの排出量）＝｛（事業系ごみの総排出量）-（事業系ごみの資源ごみ量）｝/（事業所数） 

※3 （1 人当たりの排出量）＝｛（家庭系ごみの総排出量）-（家庭系ごみの資源ごみ量）｝/（人口） 

《指標の定義》 

排出量  ：事業系ごみ、家庭系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く）[単位：トン] 

再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和[単位：トン] 

熱回収量 ：熱回収施設において発電された年間の発電電力量[単位：MWｈ] 

減量化量 ：中間処理量と処理後の残渣量の差[単位：トン] 

最終処分量：埋立処分された量[単位：トン] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（平成３１年度） 
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３ 施策の内容 

(1) 発生抑制・再使用の推進 

   ア 有料化 

三鷹市における家庭系ごみの有料化については、市民会議形式で導入の可否につ

いて検討を行ってきており、平成１７年２月からの分別方法の変更によるごみの減

量効果も踏まえ、検討した結果、平成２１年１０月から家庭系ごみのうち、燃やせ

るごみ、燃やせないごみについて指定袋による手数料の徴収を行っている。指定袋

購入金額は、表２のとおりである。 

調布市では、平成１６年４月から家庭系ごみのうち、燃やせるごみ、燃やせない

ごみについて指定袋による手数料の徴収を行っている。指定袋購入金額は、表２の

とおりであるが、紙おむつ用袋は無料配布を行っている。また、この有料化を確実

に遂行するために、ステーション収集から戸別収集に変更を行っている。なお、三

鷹市では、従来から戸別収集を実施している。 

事業系ごみについては、両市ともに指定袋を用いた従量制による課金を行ってお

り、指定袋購入金額は、表２のとおりである。三鷹市では、資源物が有料であるが、

調布市は、容器包装プラスチック類を除き、一般家庭と同程度の量の場合には、無

料で収集を行っている。また焼却施設に直接搬入されたごみについては、ふじみ衛

生組合が１０kg 当たり３５０円の手数料を徴収している。 

共同処理を行う中で、有料化施策の統一、見直し等について検討していくことと

する。 

表２ 指定袋購入金額（１/２） 

項目 指定袋のサイズ 容量 金額（10 枚 1 組） 

三

鷹

市 

家庭系

ごみ 

可燃ごみ 

不燃ごみ 

ミニ袋 5 リットル相当 90 円 

Ｓ 10 リットル相当 180 円 

Ｍ 20 リットル相当 370 円 

Ｌ 40 リットル相当 750 円 

粗大ごみ処理券 － 
1,500 円/枚 

1,000 円/枚 

事業系 

ごみ 

可燃ごみ 

不燃ごみ 

小袋 

大袋 

22.5 リットル相当 

45 リットル相当 

1,300 円 

2,600 円 

不燃系資源物用(び

ん・缶・プラスチッ

ク類・ペットボト

ル) 

小袋 22.5 リットル相当 500 円 

大袋 45 リットル相当 1,000 円 

可燃系資源物用(新

聞・段ボール・雑

誌・雑紙） 

紙袋 － 500 円 

 



 

－6－ 

表２ 指定袋購入金額（２/２） 

項目 指定袋のサイズ 容量 金額（10 枚 1 組） 

調

布

市 

家庭系 

ごみ 

可燃ごみ 

不燃ごみ 

Ｓ 5 リットル相当 84 円 

Ｍ 15 リットル相当 273 円 

Ｌ 30 リットル相当 556 円 

ＬＬ 45 リットル相当 840 円 

粗大ごみ 
630 円/枚 

315 円/枚 

事業系 

ごみ 

可燃ごみ 

不燃ごみ 

容器包装プラスチ

ック 

Ｓ 10 リットル相当 500 円 

Ｍ 25 リットル相当 1,250 円 

Ｌ 45 リットル相当 2,850 円 

 

   イ 環境教育、普及啓発、助成 

両市では、これまで発生抑制・再使用を推進するため、環境教育、普及啓発、助

成制度を実施してきたが、今後も継続・強化していくこととする。特に、市民、事

業者、市の役割や果たすべき行動を明確にし、その内容を情報提供することにより、

一人ひとりの意識改革とその行動の実践を目指すこととする。 

 

【三鷹市】 

・リサイクルカレンダー、広報みたか、ホームページ等、各種媒体を利用した情

報提供、ごみ減量等推進会議や地域団体と連携したキャンペーン等により、ご

みの排出抑制とごみ出しルールの徹底に向けた啓発活動を強化する。 

・学校教育や生涯学習関連機関、地域の自主グループ、事業者等と連携しながら、

個人、団体を問わず、多くの市民がごみ問題について関心を持ち、学ぶことが

できるよう、環境学習の場づくりを進める。 

・ごみに関する情報が、必要な時にいつでも、どこでも素早く得られるよう、情

報提供の充実に努める。また、ごみ減量・リサイクルへの行動につながるよう、

その必要性や効果についての情報を具体的かつ分かりやすく提供できるよう工

夫する。 

・リユース・リサイクルをするうえで効果的とされるデポジット制度について、

東京都市長会や、全国都市清掃会議等を通じて事業者に対し、自主的な取り組

みを要請する。 

・ごみの発生抑制・減量化に向けた体験学習や施設見学会等、市民参加型のイベ

ントを開催するとともに、市民が自主的に行う活動についても積極的に支援す

る。 
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・ごみの減量や資源化を推進するために、エコポイントを導入又は検討している

事業所及び団体に対しての支援策を検討していく。 

・市や全国をとりまく廃棄物関連の現状や法整備の動向、リサイクル先進都市の

事例等の情報収集を積極的に行う。さらに、収集した情報を今後の施策に生か

していくため、分析・検討する体制を強化する。 

・市民、事業所、市がともに、ごみの減量・資源化について考える懇談会を開催

し、計画の実現に向けての取り組みを考える。 

・生ごみの資源化に対する知識や意識を向上させるため、家庭用生ごみ処理装置

等購入費助成金事業において、助成後もその使用について追跡し、支援を行う。 

 

【調布市】 

・ごみへの関心を高めるため、環境フェアや消費者まつりなどの各種イベントへ

積極的に参加しごみに関する情報発信を増加させるとともに、市報、ケーブル

テレビなど様々な媒体を活用して情報を発信していく。 

・イベントでのリユース食器利用の呼びかけなどにより、ごみの減量とリサイク

ル意識の向上につなげる。さらに、施設見学、体験学習等、直接見たり、聴い

たり、触れたりする実体験の機会も増やしていく。 

・賃貸マンションのオーナー等の協力を得て新たに転入される市民や、外国人に

対しては市のごみの状況や分別方法等を伝えるなど、理解と協力を求めていく。

また、自治会や集合住宅の管理組合等へも積極的な啓発活動を行っていく。 

・ごみ処理にかかる計画については、広報誌やホームページ等の媒体を活用して

周知を図る。 

・学校等の協力を得て、家庭系ごみの分別方法やごみ減量・リサイクルに関する

環境教育の充実を図っていく。 

・啓発の対象や品目（生ごみ、プラスチック類、紙類、古布等）を絞り込み、重

点的に啓発していく。 

・商店街を拠点とした資源物の集団回収事業を地域と協働し、その対価を地域通

貨として使用するなど、ごみ減量・リサイクルの行動を支援するための仕組み

づくりについて、他自治体の事例を調査・研究していく。 

・ごみ減量・リサイクルに協力的な店舗を「ごみ減量・リサイクル協力店」、「地

球にやさしい事業所づくり」を進める事業所を「調布エコ・オフィス」として

認定していく。今後もこれらの制度を継続し、事業所の支援を行う。 

・市民・事業者・行政が相互に協力してごみ減量・リサイクルに取り組んでいく

気運の醸成、協議の場の設置、行動する機会の充実等、協働の仕組みづくりを

検討する。 
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・ごみ減量・リサイクルの推進等を広報する際には、市民、事業者にわかりやす

い情報発信が必要である。また実践行動につなげるため、表現方法や、発信方

法等について引き続き調査・研究を行う。 

 

表３ 主な環境教育、普及啓発の取組み 

 三鷹市 調布市 

啓発資料配布 

リサイクルカレンダーの配布 

市報掲載 

ごみリサイクルカレンダーの配布 

広報誌「ザ・リサイクル」の配布 

市報掲載 

講座等 

三鷹市リサイクル市民工房で講習会

を開催 

 H22  146 件  365 人参加 

H23  173 件  627 人参加 

 H24  185 件  1,084 人参加 

ごみ懇談会・出前講座※を実施 
 

H22  16 件  1,795 人参加 

H23   7 件 1,013 人参加 

H24   7 件 791 人参加 

施設見学会 

ごみ関連施設の見学会を実施 

H22  7 件  146 人参加 

H23  8 件  169 人参加 

H24  8 件  157 人参加 

ごみ関連施設の見学会を実施 

H22   8 件  126 人参加 

H23   2 件  29 人参加 

H24   4 件 117 人参加 

イベント等 

各種まつり等での資材の提供・貸出 

リサイクル図書の無償提供 

フリーマーケット（年 2 回開催） 

ゴミゼロキャンペーンの実施 

ごみ減量キャンペーンの実施 

不法投棄防止キャンペーンの実施 

マイバッグキャンペーンの実施 

各種まつり等への参加 

不用品交換会の実施 

フリーマーケット 

H22   15 回開催 

H23   14 回開催 

H24   8 回開催 

ごみ減量キャンペーンの実施 

再生利用品（粗大ごみ

のからの再生品）の販

売 

三鷹市リサイクル市民工房にて販売 

 H22   490 件 

 H23   480 件 

 H24   480 件 

調布市利再来留館にて販売 

 H22   1,660 件 

 H23   1,464 件 

 H24   1,261 件 

※出前講座とは、生涯学習活動の支援の一環として、市民が主催する学習会などの集会に市の職員が出

向き、それぞれの事業のご案内や専門知識等をいかした助言などを行うもの。 
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表４ 主な補助制度の取組み 

 三鷹市 調布市 

集団回収 

【対象物】 

 古紙類、金属類、布類、ビン類 

【補助額】 

 1kg につき 9 円 

【対象物】 

 古紙類、牛乳パック、缶（スチール）、缶

（アルミ）、びん 

【補助額】 

 1kg につき 8 円 

家庭用生

ごみ処理

装置等の

購入 

【補助額】 
1基の価格が 3,000 円

以上 

1 基につき価格の 2 分の１

以内で 20,000 円を上限 

 
 
 
 
 

【利用件数】 

 H22：64 件 H23：33 件 H24：28 件 

【補助額】 
家庭用生ごみ処理装

置・堆肥化容器 

購入価格の 2 分の 1（限度

額 2 万円） 

家庭用生ごみ処理剤 
1 袋の購入価格の 2 分の 1

（限度額年間 5,000 円） 

※他に法人用生ごみ処理装置、集合住宅用生ごみ処

理装置についても補助あり。 
 

【利用件数】 

 H22：98 件 H23：91 件 H24：94 件 

※：平成 25 年度現在 

 

ウ マイバッグ運動・レジ袋対策 

排出されるごみの減量と市民への普及啓発として、マイバッグ運動を継続して実

施していくこととする。なお、両市では、マイバッグキャンペーンや消費者まつり

等のイベントでマイバッグの配布を行っている。さらに、リサイクル協力店等にお

いて、マイバッグを持参した市民に対し、ポイント制度により還元をしている。 

また、レジ袋対策については、その取り組みを広く市民に周知するなどの側面的

な支援について検討していく。 

事業者に対しては，東京都市長会や、全国都市清掃会議等を通じて自主的な取り

組みを要請する。 

 

エ 事業者に対する減量、資源化の指導等 

両市では、これまで事業者に対し、主に以下の取り組みを実施してきたが、今後

も継続・強化していくこととする。また、「クリーンプラザふじみ」における適切

かつ安定的な焼却処理を継続するため、両市及びふじみ衛生組合が共同で、事業系

一般廃棄物の搬入時検査を定期的に実施し、焼却不適物の除去、収集運搬許可業者

への指導を強化していく。 

 

【三鷹市】 

・マイバッグ持参の呼びかけ、簡易包装の実施、資源物の自主回収等、創意工夫

によりごみ減量・資源化に取り組む店・事業所をリサイクル協力店・事業所に

認定（Ｐ.１１・表５参照）し、協力店・事業所が市民に積極的に利用されるよ
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うＰＲを行う。 

・事業所の登録制（平成２１年４月実施）により排出者及び排出量を明確化し、

ごみ処理経費単価の見直しの検討等を行うとともに、事業者のごみ減量意識の

さらなる醸成を図る。また、ごみ減量等推進員等の協力により、事業者へのご

み出しルールの徹底、ごみの減量・資源化への指導を強化する。 

・循環型社会の形成に向け、“もの”の製造・販売元である事業者に対して、“も

の”が循環利用されることについての拡大生産者責任の明確化を求める。その

ために当面、ペットボトル、プラスチック類については、経費負担を含めた事

業者の自主回収が行われるよう要請し、事業者による資源物自主回収が拡大さ

れるようにする。 

・全ての事業者に対し、環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１またはエ

コアクション２１）に関する情報提供や、壊れたものの修理コーナーの設置等

の“もの”の循環利用を促進させるためのシステム確立を要請する等、環境に

配慮した事業活動を進めるよう働きかけるとともに、そうした事業活動を支え、

進めることができるよう市民の意識改革を図る。 

・事業所から発生する全てのごみについて、自己処理責任を遵守できるよう、自

らが排出しているごみ量を把握し、減量・再利用計画を策定できるよう必要な

対策を講じる。 

・ＯＡ用紙や段ボール、びん類、缶類等、比較的資源化しやすいものから、資源

化の可能性を調査し、実践できる仕組みづくりを支援する。 

 

【調布市】 

・ごみ減量、リサイクル、意識啓発、市の環境施策への協力等に取り組む事業所

をエコ・オフィスとして認定（Ｐ.１１・表６参照）し、市民にＰＲすることに

より、いっそうの取組強化を促す。 

・マイバッグ持参の呼びかけ、簡易包装の実施、資源物の自主回収等に取り組む

店舗をリサイクル協力店に認定（Ｐ.１１・表６参照）し、協力店が市民に積極

的に利用されるようＰＲを行う。 

・ペットボトルやトレイ、牛乳パック等が「買ったお店」で回収され、製造・販

売事業者の手によって資源化，再利用されるシステムを確立するため、店頭回

収の情報を広く市民に提供するとともに、事業者による自主的な取り組みに対

する支援策について検討する。 

・大規模事業者については、廃棄物管理責任者を選任させ、事業系一般廃棄物の

再利用計画書を毎年度提出させることにより、ごみの減量、リサイクルの推進

を自主的かつ積極的に取り組むよう誘導する。 
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・中小規模の事業者に対しては、共同で資源回収を行う仕組みを紹介するなどの

支援により、処理コストの低減とごみ減量、リサイクルが推進されるよう誘導

する。 

・公立小学校を対象に生ごみ処理機を設置（表７参照）し、効果を検証したうえ

で順次、対象の拡大を検討していく。 

 

 

表５ ごみ減量・リサイクル協力店の認定状況（三鷹市） 

 H22 H23 H24 

ごみ減量・リサイクル協力店  26 店 26 店 29 店 

 

表６ エコ・オフィスやリサイクル協力店の認定状況（調布市） 

 H22 H23 H24 

エコ・オフィス 46 事業所 45 事業所 41 事業所 

リサイクル協力店 17 店 17 店 18 店 

※エコ・オフィスは、協力の度合いによりランク付けを行っている。 

 

表７ 学校での生ごみ処理機の取組み状況 

三鷹市 調布市 

エコ野菜地域循環事業として実施。 

中原保育園、大沢台小学校等を対象に実施。生成

した堆肥を利用し、栽培した野菜を学校で消費。 

公立小学校を対象に実施。 

平成 24 年度時点で 20 校中 16 校に設置。 
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 (2) 処理体制 

ア 家庭ごみの処理体制の現状と今後 

両市はこれまで、資源循環型社会の形成を目指し、ごみの減量・リサイクルの推

進に取り組んできた。「クリーンプラザふじみ」の稼働により熱回収が行われるよ

うになった後においても、その重要性は変わらないとの認識の下、処理体制の充実

に努めることとする。 

家庭系ごみの分別区分については、「クリーンプラザふじみ」の稼働にあわせ、

両市及びふじみ衛生組合の三者間で調整を図り、可能な限り統一化した。両市にお

いては、この分別区分を基に収集、集積、処理等の体制を構築しているが、中長期

的に安定した処理体制を維持するためには、分別区分、収集方法等の今後の変化も

視野に入れる必要がある。具体的には、希少金属の再資源化の取り組み、資源物の

持ち去り禁止対策、少子高齢社会の進行等に伴う収集量の変動、組織・人員の見直

し等である。 

また処理施設については、三鷹市においては閉鎖した三鷹市環境センターの将来

的な活用、調布市においては今般の調布市クリーンセンターの移転による安定性・

効率性の向上、ふじみ衛生組合においては老朽化が進む「ふじみ衛生組合リサイク

ルセンター」の更新がそれぞれの課題となっている。 

さらに、家庭系ごみのいっそうの資源化を推進するため、生ごみのバイオガス化

施設の導入についても調査・検討することとしている。現状においては、不純物混

入による機器の故障が多いなど安定性の確保が技術上困難であること、収集運搬コ

ストが増加すること、ほぼ全域が市街化区域である両市の特性から立地場所の選定

が困難であることなどの理由から、当面、設置を見送ることとしているが、今後の

動向を注視していく必要がある。 

なお、家庭ごみの分別区分及び処理方法については、表８（Ｐ.１４）のとおり

である。また参考として、添付資料３「現在のごみの分別区分」（Ｐ.２０～２２）

を添付する。 

 

イ 事業系一般廃棄物の処理体制の現状と今後 

事業系一般廃棄物については、両市とも自己処理を基本としつつ、家庭系ごみの

処理に影響を及ぼさない範囲で収集し、家庭ごみと同様に処理している。今後は、

この処理体制を継続するとともに、資源回収や熱回収を積極的に進める。 

また、事業者に対しては、事業者から提出されたごみ減量及び再利用等に関する

計画書をもとに減量化指導や事業者の自主的な資源回収システムが構築できるよ

う、情報収集と情報提供に努めることとする。 
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ウ 一般廃棄物処理施設で併せて処理する産業廃棄物の現状と今後 

両市では、全ての施設で産業廃棄物の受入れを行っておらず、今後も受け入れを

行わないこととする。 

 

エ 焼却処理後の残渣等の処理の現状と今後 

東京たま広域資源循環組合のエコセメント化施設が平成１８年７月に稼働を始め

ており、「クリーンプラザふじみ」において焼却処理を行った後の残渣は、このエ

コセメント化施設で資源化を進めているところである。今後も、処理残渣について

は、エコセメント化施設で資源化を進め、埋立処分量ゼロを維持することとする。 

 

オ 今後の処理体制の要点 

今後の処理体制に係る要点は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 資源循環型社会の形成を推進するためには、従来のごみ減量・リサイクル

の取り組みの重要性は変わらない。 

◇ 予測される中長期的な変化に柔軟に対応できる処理体制を構築する。 

◇ 資源化施設の安定性、効率性の向上を図るため、調布市クリーンセンター

の早期移転を図る。 
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表８ 家庭ごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

 

 

処理方法 処理施設等
処理実績

（トン）
処理方法 処理施設等

処理実績
（トン）

一次処理 二次処理

熱回収発電

平成24年度までは三鷹
市環境センター等、平成
25年度からはクリーンプ
ラザふじみ

28,170 焼却

平成24年度までは広域
支援による委託等、平成
25年度からはクリーンプ
ラザふじみ

30,795 焼却
熱回収
発電

クリーンプラザふじみ（可
燃）

（焼却残さ）
エコセメント化施設

58,784

破砕・選別
ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター

2,088 破砕・選別
ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター

3,993 破砕・選別
ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター

（破砕残さ）
クリーンプラザふじみ
（可燃）

6,136

可燃 破砕・焼却

平成24年度までは三鷹
市環境センター等、平成
25年度からはクリーンプ
ラザふじみ

699 可燃 763 可燃 焼却
熱回収
発電

クリーンプラザふじみ（可
燃）

（焼却残さ）
エコセメント化施設

1,262

不燃 254 不燃
（破砕残さ）
クリーンプラザふじみ
（可燃）

1,367

鉄類 385
鉄類
（調布市のみ）

売却 403

3,825
ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター

4,245 圧縮・梱包
ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター

売却 10,128

6,682 10,467 17,916

668 1,261 1,921

調布市ビン積替施設 1,931
ビン
（調布市のみ）

再資源化 調布市クリーンセンター 売却 2,013

ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター

44 ビン 再資源化 売却 1,694

444 調布市クリーンセンター 629 缶 圧縮 売却 1,106

611
ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター

787 圧縮・梱包
ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター

売却 1,408

6 － － （売却） 8

3 民間事業者（売却） 28 （売却） 32

委託 55 委託 77 再資源化 委託 153有害ごみ 有害ごみ 有害ごみ

鉄類

民間事業者（売却）

－ 鉄類（三鷹市のみ）

民間事業者（売却）

紙パック 紙パック 紙パック

【三鷹市】
ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター
【調布市】
ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター
調布市クリーンセンター

缶 缶

ペットボトル ペットボトル ペットボトル

布類 布類 布類

ビン

ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター

1,621 ビン

ビン・缶

古紙

調布市クリーンセンター

古紙 【三鷹市】
（売却）
【調布市】
再資源化

【三鷹市】
民間事業者（売却）
【調布市】
調布市クリーンセンター

【調布市】
売却

破砕・選別

【三鷹市】
ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター
【調布市】
調布市クリーンセンター

プラスチック類

リサイクル

容器包装
プラスチック

リサイクル

プラスチック類

リサイクル

古紙

民間事業者（売却）

粗大ごみ 粗大ごみ 破砕・選別 調布市クリーンセンター 粗大ごみ

不燃 破砕・選別
ふじみ衛生組合リサイク
ルセンター

1,202

燃やせるごみ 燃やせるごみ 燃やせるごみ

燃やせないごみ 燃やせないごみ 燃やせないごみ

現状（平成24年度） 今後（平成31年度）
三鷹市 調布市

分別区分 処理方法
処理施設等

処理量
（トン）分別区分 分別区分
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 (3) 処理施設の整備 

上記(2)の処理体制を構築するため、表９のとおり必要な処理施設の整備を行う。 

 

表９ 整備する処理施設 

事業

番号 
整備施設種類 事業名 処理能力 設置予定地 事業期間 

1 

マテリアルリサイ

クル推進施設 

（リサイクルセン

ター） 

調 布 市 クリーン

センター機 能 移

転事業 

（集積、選別、圧縮） 

缶：2.9ｔ/日 

調布市野水 

2 丁目 

H28～H29 

２  

マテリアルリサイ

クル推進施設 

（ストックヤード） 

調 布 市 クリーン

センター機 能 移

転事業 

（集積、選別） 

1,500m2（80.7ｔ/日） 

調布市野水 

2 丁目 

H28～H29 

※ 参考として、添付資料４「現有施設の概要」（Ｐ.２３）を添付する。 
 
(整備理由) 

分散している機能を集約した恒久的な施設を整備することにより、安定的、効率的

なリサイクルの推進を図る。 

 

(4) 施設整備に関する計画支援事業 

(3)の処理施設の整備に先立ち、表１０のとおり計画支援事業を行う。 

 

表１０ 実施する計画支援事業 

事業

番号 
事  業  名 事 業 内 容 事業時期 

31 

調布市新クリーンセンター移転計画（施設基本計画） 施設基本計画 H26 

調布市新クリーンセンター測量 測量 H27 

調布市新クリーンセンター地質調査 地質調査 H27 

調布市新クリーンセンター生活環境影響調査 生活環境影響調査 H27 

調布市新クリーンセンター実施設計 実施設計 H27 



 

－16－ 

 (5) その他の施策 

資源循環型社会を形成するため、両市では次の施策を実施してきたが、今後も継

続・強化していくこととする。 

 

   ア 再生利用品の需要拡大事業 

庁内および公共施設内において、環境マネジメントシステム ISO14001 の活用等に

より、自ら積極的な再生品利用（グリーン購入）を進めるとともに、市民及び事業者

に対して、資源物の分別排出と再生品の使用を情報提供する。 

熱回収施設から発生する焼却残さ等は、東京たま広域資源循環組合で進めているエ

コセメント化施設に搬入し、生成されたエコセメント製品は、積極的に利用するとと

もに、事業者に対しても使用するよう働きかける。 

 

   イ 廃家電のリサイクルに関する普及啓発 

廃家電のリサイクルについては、適切な回収、再商品化がなされるよう、市民、事

業者に指導を行うとともに、許可業者の協力を得て、許可業者の事業所内に受付セン

ターを設置し、市民からの電話での申し込みに応じ、市民宅から収集し、指定取引場

所へ運搬を行っている。 

今後もこの処理体制を維持・継続するとともに、適切な回収、再商品化がなされる

よう普及啓発を行うこととする。 

 

   ウ 不法投棄対策 

不法投棄を防止するため、市民・事業者の協力や郵便局等の関係機関・団体等との

連携を図りながら、パトロールや監視・通報体制を構築してきた。 

今後も、継続して実施していくとともに、さらに監視・通報体制を拡大・充実し、

不法投棄対策の強化を図ることとする。 

 

   エ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

両市では、震災や水害等の災害時に備え、災害ごみの収集、運搬、仮置き場、処理

方法や周辺自治体や民間業者等の協力体制等を含めた処理マニュアルの作成を進め

ている。 

今後は、周辺自治体や民間業者等と協議を進め、早期作成に向けて取り組むことと

する。 
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４ 計画のフォローアップと事後評価 

(1) 計画のフォローアップ 

両市は毎年、計画の進捗状況を把握し、結果を公表するとともに、必要に応じて、

東京都及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。 

 

(2) 事後評価および計画の見直し 

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果を取りまとめ、計画の事後評価、

目標達成状況の評価を行う。 

また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させる。 

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直す。 
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添付資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２５年４月１日現在） 

対象地域図 

東京都 

三鷹市 

調布市 
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添付資料２ 

目標の設定に関するグラフ等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付図 ごみ排出量の推移と見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付図 再生利用量の推移と見通し 
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推移 見通し 

推移 見通し 
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添付資料３ 

分別区分説明資料 
 
○ 三鷹市のごみ分別区分の一例 （家庭系ごみ） 
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○ 調布市のごみ分別区分（家庭系ごみ） 

 

 

 

 

 

 



 

－22－ 



 

－23－ 

添付資料４ 

現有処理施設の概要 
○ 本計画の関連施設 

【焼却施設】 

施設名称 施設形式 稼働年月 
施設規模 

（ｔ/日） 

1 炉の能力 

（ｔ/日） 

炉数 

（炉） 
熱利用状況等 

クリーンプラザ 

ふじみ 
全連続燃焼式 H25.4 288 144 2 発電 

 

【不燃・粗大・資源化施設】 

施設名称 施設の種類 稼働年月 施設規模 処理方式 

ふじみ衛生組合リサイクルセンター 

不燃物処理資源化施設 

(中央棟) 
H6.12 竣工 73.4ｔ/5h 選別 

破砕 

圧縮 
不燃物処理資源化施設 

(東棟・北棟) 
H22.6 竣工 7.0ｔ/5h 

調布市クリーンセンター 
缶類選別施設 S50.10 竣工 

H21.10 移転 

3.5ｔ/5h 選別・圧縮 

ストックヤード 約 2,500m2  

 

【その他】 

施設名称 施設の内容 

三鷹市リサイクル市民工房 リサイクル品の展示、リサイクル図書の提供、講習会の開催、フリーマーケット実施 

調布市利再来留館 リサイクル品の展示、販売 

調布市ビン積替施設 ビンの集積、積替搬送基地 

  

○ その他関連施設 

【最終処分場】 

施設名称 埋立開始年 埋立期間 埋立面積（ｍ2） 全体容量（ｍ3） 

東京たま広域資源循環組合 

谷戸沢処分場 
S59.4 完了 220,000 380 万 

東京たま広域資源循環組合 

二ツ塚処分場 
H10.1 約 16 年間 184,000 370 万 

※東京たま広域資源循環組合は、両市を含む多摩地域の２５市１町の自治体で構成される。  

 

【エコセメント化施設】 

施設名称 稼働年月 施設規模（ｔ/日） エコセメント生産能力（ｔ/日） 

東京たま広域資源循環組合 

エコセメント化施設 
H18.7 

焼却残渣等の処理量 

約 300 
430 
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様式１ 

循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表１（平成 26 年度） 

 

１　地域の概要
(1)地域名 三鷹市・調布市 (2)地域内人口 km2

(4)構成市町村等名 (5)地域の要件＊ 人口　面積　沖縄　離島　奄美　豪雪　山村　半島　過疎　その他

組合を構成する市町村： 三鷹市、調布市 設立（予定）年月日: 昭和35年 1月19日設立、許可

規約変更 平成25年 7月1日

設立されていない場合、今後の見通し：

＊　交付要綱で定める交付対象となる要件のうち、該当する項目全てに○を付ける。

２　一般廃棄物の減量化、再生利用の現状と目標
過去の状況・現状（排出量に対する割合）

指標・単位 年

事業系  総排出量（トン） 15,772 13,082 10,904 9,570 9,871 10,235 9,555 (H24比 -6.6%)

　　　 １事業所当たりの排出量（ﾄﾝ/事業所） 1.26 1.03 0.84 0.76 0.80 0.86 0.80

家庭系  総排出量（トン） 98,465 96,235 93,759 91,194 91,282 91,498 94,776 (H24比 3.6%)

　　　 １人当たりの排出量（kg/人） 158.20 156.60 149.80 144.00 144.80 143.40 141.10

合　計　事業系家庭系排出量合計（トン） 114,238 109,317 104,662 100,765 101,153 101,733 104,331 (H24比 2.6%)

直接資源化量（トン） 24,310 (21.3%) 22,514 (20.6%) 22,391 (21.4%) 21,848 (21.7%) 21,364 (21.1%) 22,059 (21.7%) 22,948 (22.0%)

総資源化量（トン） 53,188 (46.6%) 50,523 (46.2%) 50,209 (48.0%) 47,230 (46.9%) 46,754 (46.2%) 47,269 (46.5%) 51,195 (49.1%)

0 0 0 0 0 0 3,500万

(3) (3) (3) (3) (3) (3) (5)

減量化量（中間処理前後の差　トン） 69,984 (61.3%) 67,551 (61.8%) 63,056 (60.2%) 61,662 (61.2%) 62,241 (61.5%) 62,262 (61.2%) 61,720 (59.2%)

埋立最終処分量（トン） 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)
　　※ 別添資料として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付している。（様式1（添付資料1）参照）

３　一般廃棄物処理施設の現況と更新、廃止、新設の予定
現 有 施 設 の 内 容 更新、廃止、新設の内容

型式及び処理方式 補助の有無 処理能力(単位)

高効率ごみ発電施設 ふじみ衛生組合 全連燃焼式 有 288トン/日

ふじみ衛生組合 不燃物処理資源化施設 有 81t/5h

調布市 缶／選別・プレス処理 無 3.5t/5h

調布市 ストックヤード 無 約2,500ｍ2

調布市

調布市

三鷹市 無

調布市 無

調布市 ビンの積替施設 無

不燃・粗大・資源化施
設

約1,500ｍ2

（80.7ｔ/日）
H30.3

H30.4 施設移転のため

缶：2.9ｔ/日

H6.12竣工

施設移転のため

403,158人（H25.4.1日現在）

平成23年度

(3)地域面積

三鷹市・調布市・ふじみ衛生組合

(6)構成市町村に一部事務組合等が
含まれる場合、当該組合の状況

平成19年度 平成20年度

目標

施 設 種 別 事業主体
処理能力(単位)更新､廃止予定年月 更新、廃止理由 施設竣工予定年月

備　　考

調布市クリーンセンター

38.03

その他

排 出 量

再 生 利 用 量

中 間処 理に よる 減量 化量

熱 回 収 量 熱回収量（年間の発電電力量　ＭWh）（余熱利用施設供給（GJ/ｈ））

S50.10竣工
H21.10移転

開始年月

H25.3竣工

最 終 処 分 量

平成22年度 平成24年度平成21年度  平成31年度

クリーンプラザふじみ

型式及び処理方式

ふじみ衛生組合リサイクルセンター

三鷹市リサイクル市民工房

H24.12移転 H30.4 施設移転のため 調布市ビン積替施設

調布市クリーンセンターS50.10竣工
H21.10移転

H30.4

調布市新クリーンセンター（リサイクルセンター）
　缶（集積、選別、圧縮）

選別、圧縮 H30.3

調布市新クリーンセンター（ストックヤード）
 古紙、古布、びん、粗大（集積、選別）

調布市利再来留館
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1人当たりの排出量 1事業所あたり排出量

様式１（添付資料１） 

 

指標と人口等との要因に関するトレンドグラフ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付図 人口・事業所数の推移と見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付図 ごみ排出量（原単位）の推移と見通し 

 

 

推移 見通し 

推移 見通し 
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様式１（添付資料２）        地域内の施設の現況と将来（位置図） 
   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況の施設 将来の施設 

三 鷹 市 リサイクル

市 民 工 房  

調 布 市 利 再 来 留 館  

クリーンプラザふじみ 

ふじみ衛 生 組 合 リサイクルセンター 

三 鷹 市 リサイクル

市 民 工 房  

調 布 市 利 再 来 留 館  

調 布 市 新 クリーンセンター 

（リサイクルセンター、ストックヤード） 

クリーンプラザふじみ（H25.4～） 

ふじみ衛 生 組 合 リサイクルセンター 

調 布 市 クリーンセンター 

三 鷹 市 環 境 センター（～H25.3） 

調 布 市  
ビン積 替 施 設
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様式２ 

循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表２（平成２６年度） 

 

 

 

事　業　名　称 単位 開始 終了
平成

26年度
平成

27年度
平成

28年度
平成

29年度
平成

30年度
平成

26年度
平成

27年度
平成

28年度
平成

29年度
平成

30年度

2,043,957 0 0 613,187 1,430 ,770 0 1,913 ,093 0 0 584,521 1,328,572 0

1 調布市 2.9 ｔ/ｄ H28 H29 71,538 21,461 50,077 67,961 21,461 46,500

2 調布市 1,500 m
2 H28 H29 1,972,419 591,726 1,380,693 1,845,132 563,060 1,282,072

109,029 6,171 102,858 0 0 0 109,029 6,171 102,858 0 0 0

31 調布市 H26 Ｈ26 6,171 6,171 6,171 6,171

31 調布市 H27 Ｈ27 3,600 3,600 3,600 3,600

31 調布市 H27 Ｈ27 6,686 6,686 6,686 6,686

31 調布市 Ｈ27 Ｈ27 10,286 10,286 10,286 10,286

31 調布市 Ｈ27 Ｈ27 82,286 82,286 82,286 82,286

2,152,986 6,171 102,858 613,187 1,430 ,770 0 2,022 ,122 6 ,171 102,858 584,521 1,328,572 0合     　　計

○再生利用に関する事業

リサイクルセンター整備

ストックヤード整備

事業主体
名称

事業期間
交付期間

備 考

事　業　種　別 規模
事業
番号

総事業費（千円） 交付対象事業費（千円）

地質調査

実施設計

測量

移転計画（施設基本計画）

生活環境影響調査

○施設整備に関する計画支援に
関する事業
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様式３ 

地域の循環型社会形成推進のための施策の一覧 

 
 

 

開
始
終
了

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

11 有料化 家庭系ごみ、事業系ごみの有料化
施策の実施

両市
継
続 -

12
環境教育、普及啓発、
助成

情報収集・発信、環境教育、イベ
ント開催等の継続・強化、集団回
収・生ごみ処理機購入助成の継続
実施とアピール

両市
継
続 -

13
マイバック運動・レジ
袋対策

マイバック運動の継続実施と小売
業者の取り組みアピール

両市 継
続

-

拡大生産者責任の追求 両市
継
続 -

減量化計画策定等の指導
リサイクル協力店の認定と紹介

両市
継
続 -

21
現分別区分を基本とし
た処理体制構築

現分別区分を基本とした処理体制
の構築

両市
継
続 -

22
事業者への減量・資源
化指導

事業所による資源回収システム整
備支援

両市
継
続 -

23
不燃・粗大ごみ処理資
源化施設の検討

今後の施設整備の検討の実施 ふじみ衛
生組合

H
25 -

24
エコセメント化施設の
有効利用

焼却灰等を東京たまエコセメント
化施設に搬入（資源化）

ふじみ衛
生組合

継
続 -

1
マテリアルリサイクル
推進施設（リサイクル
センター）の整備

調布市 H
28

H
29

○ 関連事業
31

2
マテリアルリサイクル
推進施設（ストック
ヤード）の整備

調布市
H
28

H
29

○ 関連事業
31

施設整備に係る施設基本計画の策
定

調布市
H
26

H
26

○ 関連事業
1、2

施設整備に係る測量の実施 調布市 H
27

H
27

○ 関連事業
1、2

施設整備に係る地質調査の実施 調布市 H
27

H
27

○ 関連事業
1、2

施設整備に係る生活環境影響調査
の実施

調布市 H
27

H
27

○ 関連事業
1、2

施設整備に係る実施設計の実施 調布市 H
27

H
27

○ 関連事業
1、2

自らの減量・資源化実施
エコセメントの積極的利用

両市 継
続

-

市民、事業者への再生品使用の
アピール

両市
継
続 -

42
家電リサイクルに関す
る普及啓発

家電リサイクル法に基づく処理の
普及啓発

両市
継
続 -

43 不法投棄対策 監視体制の改善・強化 両市
継
続 -

44
災害時の廃棄物処理
体制の整備

早期に処理マニュアルの作成
周辺市町村や民間業者と協議

両市
継
続 -

施策の概要

31
マテリアルリサイクル
推進施設（事業番号
1,2）の計画支援

施策種別

処理体制の構
築、変更に関
するもの

施設整備に係
る計画支援に
関するもの

処理施設の整
備に関するも
の

備考実施
主体

事業
期間 交付金

必要の
要否

その他

施策の名称等

14
事業者への減量・資源
化指導等

発生抑制・再
使用の推進に
関するもの

事
業
番
号

41
再生利用品の需要拡大
事業

継続実施

継続実施・強化

継続実施・強化

徹底・強化

継続実施・強化

建設工事

継続実施・強化

継続実施・強化

継続実施・強化

継続実施

調査、検討

計画策定

測量実施

地質調査
実施

生活環境影
響調査実施

実施設計の
実施

継続実施・強化

継続実施・強化

継続実施・強化

継続実施・強化

建設工事



 

－29－ 

【参考資料様式１】 

 
施設概要（リサイクル施設系） 

都道府県名 東京都 

 

（1）事業主体名 調布市 

（2）施設名称 調布市新クリーンセンター（リサイクルセンター） 

（3）工期 平成 28 年度～平成 29 年度 

（4）施設規模 缶：2.9ｔ/日 

（5）処理方式 集積、選別、圧縮 

（6）地域計画内の役割 既存施設の老朽化、資源回収推進  

（8）廃焼却施設解体工事の有無  有     無 

 

（12）事業計画額 71,538 千円 

 
  



 

－30－ 

【参考資料様式１】 

 
施設概要（リサイクル施設系） 

都道府県名 東京都 

 

（1）事業主体名 調布市 

（2）施設名称 調布市新クリーンセンター（ストックヤード） 

（3）工期 平成 28 年度～平成 29 年度 

（4）施設規模 処理能力：1,500m2（80.7ｔ/日） 

（5）処理方式 集積、選別 

（6）地域計画内の役割 既存施設の老朽化、資源回収推進  

（8）廃焼却施設解体工事の有無  有     無 

 

（12）事業計画額 1,972,419 千円 

 
 
 
 
 

 

 



 

－31－ 

【参考資料様式６】 

計画支援概要 
都道府県名 東京都 

 
（1）事業主体名 調布市 

（2）事業目的 調布市新クリーンセンター整備のため 

（3）事業名称 移転計画（施設基本計画） 測量 地質調査 

（4）事業期間 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 27 年度 

（5）事業概要 施設基本計画 測量 地質調査 
 

（6）事業計画額 6,171 千円 3,600 千円 6,686 千円 

 
 
（1）事業主体名 調布市 

（2）事業目的 調布市新クリーンセンター整備のため 

（3）事業名称 生活環境影響調査 実施設計 

（4）事業期間 平成 27 年度 平成 27 年度 

（5）事業概要 生活環境影響調査 実施設計 
 

（6）事業計画額 10,286 千円 82,286 千円 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書は、古紙配合率１００％の再生紙を使用しています。 
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